
５　統計資料等
　(1)　人口、世帯等の状況

須坂市の人口は、平成10年をピークに減少を続けている。
小中学校児童・生徒割合は、平成14年度まで大きく減少してきたが、その後は減少幅が小さくなっている。

年齢３区分人口は、年少人口割合、生産年齢人口割合が減少傾向にあり、老年人口の割合が増加してい
る。

H10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

総人口 54,833 54,667 54,207 54,097 53,978 53,843 53,804 53,668 53,334 53,104

小中学校児童数 5,230 5,122 5,005 4,938 4,854 4,876 4,861 4,809 4,781 4,745

割合 9.54% 9.37% 9.23% 9.13% 8.99% 9.06% 9.03% 8.96% 8.96% 8.94%
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H4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

老年人口（65歳以上） 15.5 16.1 16.8 17.5 18.0 18.5 19.1 19.6 20.3 20.9 21.5 22.1 22.5 23.1 23.7 24.4 

生産人口（15～64歳） 66.6 66.7 66.7 66.2 66.1 65.8 65.4 65.1 64.5 64.2 63.6 63.1 62.8 62.3 62.0 61.4 

年少人口（0～14歳） 17.8 17.2 16.5 16.2 16.0 15.8 15.5 15.3 15.1 15.0 14.9 14.9 14.7 14.5 14.3 14.2 
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合計特殊出生率は、全国、長野県、須坂市も長期低下傾向にあったが、全国では平成17年、長野県、須坂
市では平成18年から上昇に転じている。

H1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

自然動態 166 141 93 134 110 157 89 157 98 174 59 90 103 39 -11 -49 -50 -88 -115

社会動態 -85 -75 -129 -36 187 -96 83 238 263 -126 -227 -141 -316 -221 -46 -164 -277 -96 -152
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H9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

須坂市 1.64 1.69 1.48741 1.52557 1.63247 1.55525 1.35655 1.41683 1.44 1.33 1.48

長野県 1.56 1.57 1.52 1.59 1.5 1.47 1.44 1.42 1.46 1.44 1.47

全国 1.39 1.38 1.34 1.36 1.33 1.32 1.29 1.29 1.26 1.32 1.34
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社会動態は、平成10年から転出が転入を上回っており、社会減となっている。

自然動態は、平成15年から死亡率が出生率を上回り、自然減となっている。

H9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

転出率 34.8 35.2 35.2 38.3 36.2 34.6 33.6 32.2 33.4 32 32 

転入率 39.2 32.6 32.5 34.2 30.9 30.8 31.8 29.1 28.5 30.1 28.9
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H9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

自然増加率 1.7 3.1 1 1.6 1.8 0.7 -0.3 -1 -0.5 -1.7 -2.2

出生率 9.9 10.3 9.3 9.4 10 9.2 8.1 8.2 9.0 7.6 8.0 

死亡率 8.2 7.3 8.2 7.8 8.2 8.5 8.4 9.2 9.3 9.3 10.2
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結婚の件数は、平成13年、17年に落ち込んではいるものの、約280件強で推移している。しかし、出生率は
低下傾向にある。

世帯数は増加しており、１世帯当たりの人数は減少し、核家族化が進行している。

S50 55 60 H2 7 12 17

世帯数 12,836 14,106 14,648 15,346 16,336 17,323 17,863

一世帯当り 3.85 3.72 3.65 3.50 3.30 3.13 3.00 
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H9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

結婚 286 283 283 298 255 267 268 283 253 262 280

離婚 62 59 93 75 86 95 95 92 88 97 107

出生率 9.9 10.3 9.3 9.4 10 9.2 8.1 8.2 9 7.6 8
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　(2)　保育園、幼稚園、学童保育の状況

保育所園児数は、平成17年度まで増加傾向であったが、以後は減少に転じている。しかし、３歳未満児数は
増加している。

H10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

3歳以上 924 909 1,006 969 1,032 1,041 1,040 1,069 1,071 1,049 988

3歳未満 194 231 227 258 227 297 315 295 260 277 287

総 数 1,118 1,140 1,233 1,227 1,259 1,338 1,355 1,364 1,331 1,326 1,275
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H15 16 17 18 19 20

3歳以上児 1 58 113 173 52 18

3歳未満児 317 179 236 431 334 334
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公立保育園絵の一時的保育の利用状況は、平成18年をピークに減少傾向にある。

H15 16 17 18 19 20

私的 0 0 68 125 110 60

緊急 89 121 184 230 146 144

臨時 229 116 97 249 130 148
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H15 16 17 18 19 20

受入数 19 11 11 20 21 31
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幼稚園児数は一貫して減少しており、特に３歳児の減少率が高い。

学童保育（児童センター・クラブ）の登録児童数は19年まで増加していたが、20年度は減少に転じている。

H10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

3才 234 199 209 209 195 146 172 160 149 159 126

4才 243 249 204 217 204 190 164 172 165 138 155

5才 234 240 241 205 218 198 198 168 168 159 138

総数 711 688 654 631 617 534 534 500 482 456 419
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H16 17 18 19 20

クラブ 219 373 415 439 420

センター 189 139 162 158 146

計 408 512 577 597 566
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　(3)　小中学校の状況

小学校児童数は減少傾向にあるが、学級数は増加している。これは、一学年一学級の学校で児童数が減
少する一方で、学級数が増加している学校があるためである。

中学校生徒数は減少傾向にある。

H10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

女 1,590 1,566 1,573 1,595 1,558 1,584 1,600 1,605 1,606 1,596 1,594

男 1,758 1,739 1,694 1,696 1,656 1,648 1,630 1,619 1,626 1,571 1,598

総数 3,348 3,305 3,267 3,291 3,214 3,232 3,230 3,224 3,232 3,167 3,192

学級総数 124 124 127 131 131 134 135 138 142 144 143
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H10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

女 942 893 855 791 792 782 776 751 757 781 764

男 940 924 883 856 848 862 855 834 792 797 775

総数 1,882 1,817 1,738 1,647 1,640 1,644 1,631 1,585 1,549 1,578 1,539

学級総数 56 57 54 52 53 54 56 55 53 55 51
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小中学校の長期欠席児童・生徒数は、増減はあるものの、最近は減少傾向にある。理由別では、小学校は
病気と不登校が主な理由であるが、中学校では不登校がほとんどを占めている。

H10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

病気 18 12 13 17 14 16 9 10 5 5 9

経済的理由 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不登校 13 18 19 14 11 8 6 11 11 9 9

その他 1 0 1 0 4 7 4 6 1 1 1
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H10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

病気 10 8 11 22 21 22 13 7 7 9 5

経済的 理由 4 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0

不登校 43 44 45 50 64 70 76 76 55 58 45

その他 9 0 0 4 2 2 1 0 0 0 0
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　(4)　福祉、健診の状況

16年度まで減少傾向にあったが、17年度に増加して、その後は概ね10件程度で推移している。平成16年に
児童虐待防止法が改正され、虐待と思われる事案についても通告義務が課せられたことにより17年度は増
加したと思われる。

H13 14 15 16 17 18 19 20

件数 10 7 5 4 10 10 12 10
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生活保護の状況は、毎年増加している。教育扶助の件数はわずかである。

H9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

生活扶助 46 42 42 47 50 54 59 72 79 91 106

住宅扶助 37 34 37 38 42 42 48 55 60 71 83

教育扶助 1 1 1 0 0 0 2 2 2 1 2

介護扶助 0 0 0 7 7 11 11 14 14 20 16

医療扶助 61 52 55 60 66 66 70 82 89 104 115

その他扶助 9 6 7 9 10 8 11 11 8 9 5

合計 154 135 142 161 175 181 201 236 252 296 327
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H15 H16 H17 H18 H19 H20

平均 86.8% 86.0% 88.3% 89.7% 90.8% 89.7%

乳児（新生児）訪問 71.5% 68.9% 79.4% 84.0% 79.3% 80.1%

３カ月健診 93.7% 96.0% 98.2% 98.6% 97.4% 98.8%

１歳児相談 93.8% 90.4% 92.6% 92.7% 95.3% 92.8%

１歳６か月児健診 87.6% 87.2% 89.7% 90.5% 91.3% 89.9%

２歳児健康相談 89.2% 84.4% 83.9% 91.5% 91.4% 85.6%

３歳児健診 84.8% 88.8% 85.9% 81.0% 90.1% 91.1%

平均, 86.8% 平均, 86.0% 平均, 88.3% 平均, 89.7% 平均, 90.8% 平均, 89.7%
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